
春日井市障がい者総合福祉計画改定に係る実態調査の概要について 

 

１ 目的 

  春日井市障がい者総合福祉計画の改定に当たり、障がい者等の実態及び今後

の意向を把握するため、障がい者のニーズに関する調査、障がい者関係団体へ

のヒアリング調査及び障がい福祉サービス等事業所調査を行うもの 

 

２ 調査の種類と主な内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔資料４〕 

  

①調査方法 アンケート調査（郵送による配付・回収） 

②対 象 者 障がい者手帳所持者（身体・知的・精神）・障がい児 

      障がい福祉サービス等利用受給者証所持者 計1,260名 

      一般の人                  340名 

③調査内容 障がい福祉サービス等の利用意向、地域生活、相談支援、災

害時の対応等 

障がい者のニーズに関する調査 

  

①調査方法 アンケート調査、聴き取り調査（施設等へ訪問） 

②対 象 者 障がい福祉サービス事業所、地域生活支援事業所 

③調査内容 障がい福祉サービス・地域生活支援事業の提供時の課題、利用

者のニーズ、事業所運営等の課題等、各事業所のサービス内容

等（ホームページ等で提供予定） 

障がい福祉サービス等事業所調査 

  

①調査方法 アンケート調査、聴き取り調査 

②対 象 者 障がい者関係団体、特定非営利活動法人等 

③調査内容 障がい者施策全般、団体の関係する障がい者の生活課題等、各

団体の活動内容等（ホームページ等で提供予定） 

 

障がい者関係団体へのヒアリング調査 



３ 障がい者のニーズに関する調査について 

 ⑴ 基本的考え方 

   アンケート調査の実施に当たっては、個人の権利利益の保護の観点から、

個人の氏名、住所などの個人を特定することができる情報を除いた上で、統

計的に処理を行うこととする。 

 ⑵ 基本項目と主な調査項目 

基本項目 目  的 主な調査項目 

基本属性等 クロス集計などに使用するた

め 

性別、年齢、世帯状況、障がい種

別、等級 

障がい福祉

サービス 

障がい福祉サービスの必要な

種類と量を把握するため 

障がい福祉サービスの今後の利用

意向、必要とするサービスの種類 

障がい者施

策全般 

今後の障がい者施策の参考と

するため 

日常生活、外出状況、必要とする

施策 

相談支援 相談支援事業の質の向上と障

がい者生活支援センターの利

用を促進するため 

相談先、相談機関、障がい者生活

利用センターの利用促進 

就労支援 就労支援施策の推進に当たり

参考とするため 

就労形態、必要とする支援施策 

その他（地域

生活、災害対

策等） 

地域生活移行、災害時要援護

者の支援の参考とするため 

地域生活へのニーズ、災害時の対

応 

 ⑶ 視覚障がい者などへの配慮 

   視覚障がい者に配慮するため、電話による聴き取り、ホームページの音声

読み取りに対応できるテキスト文書での掲載など幅広い方法を検討する。 


